
間
の
事
情
を
仮
説
の
形
で
述
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
孝
範
の
幼
年
期
の
伝
記
に
も

言
及
し
て
み
た
。

後
記

本
稿
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
秋
季
研
究
集
会
で
の

発
表
に
、
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
、
御
教

示
を
た
ま
わ
っ
た
方
々
、
御
協
力
を
た
ま
わ
っ
た
諸
文
庫
・
諸
図
書
館
に
感
謝

の
意
を
表
す
る
。

－
　
文
部
省
教
科
書
調
査
官
1
－

A
資
料
の
周
辺
Ⅴ

長
明
詠
（
正
治
二
年
第
二
度
百
首
）

欠
歌
の
出
現
を
期
待
し
て

山
　
崎
　
桂
　
子

近
年
の
中
世
和
歌
研
究
の
対
象
と
し
て
、
百
首
和
歌
は
主
要
な
位
置
を
占
め

て
い
る
。
私
も
新
古
今
時
代
の
百
首
和
歌
の
一
つ
で
あ
る
「
正
明
二
年
初
皮
百

首
和
歌
」
と
「
同
第
二
度
膏
首
和
歌
」
を
中
心
に
、
前
後
の
歌
柄
ゐ
動
き
を
追

っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
者
で
あ
る
が
、
基
礎
的
な
伝
本
研
究
の
段
階
で
、

残
さ
れ
て
い
る
問
題
少
な
し
と
し
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

例
え
ば
、
第
二
度
膏
首
の
場
合
、
今
日
ま
で
に
写
本
六
、
版
本
二
の
計
八
伝

（
l
）

本
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
伝
本
に
は
共
通
し
て
欠
歌
と
な
っ
て
い
る
部
分

が
二
ヶ
所
あ
る
。
そ
の
二
ヶ
所
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
家
集
等
で
も
補
う
こ
と
が

出
来
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
多
人
数
百
首
と
し
て
編
某
（
集
成
）
さ
れ

る
以
前
の
個
人
別
百
首
が
独
自
に
伝
存
し
て
い
て
、
思
い
が
け
ず
編
纂
本
で
は

（9）

不
明
の
箇
所
を
補
い
う
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、
膏
首
歌
資
料
の
出
現
に

は
常
に
気
を
く
ぼ
っ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

折
し
も
、
最
近
の
古
書
目
録
に
「
題
詠
百
首
和
歌
集
」
な
る
一
本
を
見
出
し
、

興
味
深
か
っ
た
の
で
、
メ
モ
程
度
の
報
告
を
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
解
説
に

よ
る
と
、
巻
末
に
「
元
禄
四
年
十
月
中
旬
写
之
畢
」
と
あ
る
由
。
内
容
は
、
百

首
和
歌
九
種
を
あ
っ
め
た
も
の
で
、
詳
細
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

①
千
五
百
番
歌
合
　
後
鳥
羽
院
「
仙
洞
石
首
歌
合
」
と
も
い
う

⑧
正
治
二
年
第
二
度
百
首
　
後
鳥
羽
院
「
正
治
後
度
石
首
」
と
も
い
う

③
腰
穂
院
御
召
首
　
　
（
前
中
納
言
定
家
御
判
）

④
建
保
名
所
百
首
　
　
後
鳥
羽
院

⑤
詠
百
首
応
製
和
歌
　
散
位
従
五
位
下
鴨
願
主
長
明

⑥
文
永
五
年
百
首
　
山
辺
隠
侶

⑦
詠
石
首
和
歌
　
頓
阿

⑧
詠
膏
首
和
歌
　
後
小
松
院

⑨
澤
庵
百
首

目
録
解
説
で
は
、
⑤
～
⑨
の
出
典
は
未
勘
と
な
っ
て
い
る
が
、
ち
ょ
う
ど
掲

載
さ
れ
て
い
る
一
丁
分
の
写
封
が
、
④
末
尾
と
⑤
巻
首
に
あ
た
っ
て
い
る
の
で

検
し
て
み
る
と
、
⑤
は
、
そ
の
端
作
か
ら
推
測
さ
れ
る
如
く
、
正
治
二
年
琴
一

度
百
首
の
折
の
鴨
長
明
詠
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
⑧
と
同
一
の
催
し
の
詠
で

あ
る
。
ま
た
、
④
は
後
鳥
羽
院
詠
と
さ
れ
て
い
る
が
、
周
知
の
如
く
後
鳥
羽
院

は
こ
の
催
し
に
参
加
し
て
お
ら
ず
、
目
録
の
思
い
違
い
で
、
実
の
と
こ
ろ
は
順
徳

院
詠
で
あ
る
こ
と
が
写
H
ハ
に
よ
っ
て
わ
か
る
。
次
の
⑥
以
下
は
写
貢
が
な
い
の

3．1
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で
明
言
は
出
来
な
い
が
、
⑥
は
藤
原
為
家
の
文
永
五
年
百
首
で
あ
ろ
う
。
私
家

集
大
成
所
収
「
大
納
言
為
家
集
」
下
の
末
に
収
め
ら
れ
て
い
る
百
首
三
帯
の
う

ち
の
一
つ
、
「
月
日
徒
然
百
首
、
文
永
五
、
日
去
ゝ
日
五
箇
日
之
間
詠
之
」
「
詠

百
首
和
歌
山
辺
隠
侶
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

従
っ
て
、
こ
の
本
は
、
最
も
成
立
の
早
い
㊥
①
の
百
首
（
正
治
二
年
さ
き
か

ら
、
◎
（
澤
庵
宗
影
天
正
元
】
－
賃
∵
－
正
保
二
三
㌫
）
ま
で
、
七
人
の
百
首
九
種

を
あ
っ
め
た
も
の
で
、
特
別
の
収
集
意
図
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
外
題
が
「
題
詠

首
首
和
歌
集
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
駁
密
に
言
え
ば
、
①
と
㊤
は
、
四
季
・
恋
・

雑
と
い
う
部
立
の
み
で
、
一
題
ご
と
の
歌
題
は
な
い
石
首
で
あ
る
。
手
も
と
に

あ
る
百
首
類
を
と
り
あ
っ
め
た
と
い
う
印
象
の
歌
集
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
冒
頭
で
述
べ
た
、
第
二
度
百
首
の
欠
歌
二
ヶ
所
の
う
ち
の
一
つ

が
、
実
は
鴨
長
明
詠
の
部
分
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
長
明
詠
の
秋
の
部
月

題
で
、
五
首
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
四
首
し
か
な
く
、
第
五
首
目
が
一
首
分
空
白
に

な
っ
て
い
る
。
す
る
と
、
こ
の
目
録
に
載
せ
る
歌
集
の
長
明
詠
が
月
題
五
首
を

完
備
し
て
い
る
と
す
る
と
、
編
基
本
よ
り
も
古
い
形
態
を
伝
え
た
一
本
と
な
る

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
わ
け
で
、
ま
こ
と
に
興
味
深
い
。
写
実
掲
載
部
分
は
、

巻
頭
琶
題
五
首
ま
で
で
如
何
と
も
し
難
い
が
、
霞
題
部
分
を
第
二
皮
石
首
の
八

伝
本
と
比
べ
て
み
た
が
大
き
な
異
同
は
な
い
。
印
象
と
し
て
は
岡
山
大
学
附
属

図
番
蔵
本
に
近
い
よ
う
な
気
が
す
る
が
決
め
手
は
な
い
。

尚
、
①
の
内
裏
名
所
百
首
順
筏
院
詠
も
9
4
番
か
ら
間
番
ま
で
の
七
首
が
写
頁

に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
就
中
、
川0
番
目
御
津
浜
題
の
歌
が
、

た
れ
し
か
も
恩
ひ
出
ら
ん
お
は
と
も
の
み
つ
の
浜
松
狼
の
う
へ
と
も

（
3
）

と
な
っ
て
い
る
の
は
、
赤
瀬
知
子
氏
の
指
摘
の
と
お
り
、
内
裏
名
所
百
首
の
抄

出
本
の
う
ち
の
一
部
伝
本
に
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
作
者
未
詳
歌

で
、
本
来
は
、

み
つ
の
浜
岩
こ
す
波
の
忘
貝
わ
す
れ
す
み
ゆ
る
松
か
ね
の
夢

が
入
っ
て
い
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
る
と
、
こ
の
皿
徳
院
百
首
は
、
抄
出

本
の
う
ち
の
無
注
本
の
ど
れ
か
か
ら
の
書
写
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
広

大
の
国
語
国
文
研
究
室
に
も
、
抄
出
本
の
古
写
本
が
蔵
さ
れ
て
お
り
興
味
は
尽

き
な
い
が
、
今
は
以
上
に
と
ど
め
る
。

古
古
目
録
の
解
説
と
写
真
だ
け
か
ら
抗
え
る
と
こ
ろ
は
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
で

し
か
な
い
が
、
帯
に
新
出
の
資
料
に
対
す
る
目
く
ぼ
り
と
期
待
を
持
ち
つ
づ

け
て
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

（
注
1
）
拙
稿
「
正
治
二
年
第
二
度
百
首
和
歌
伝
本
考
」
　
（
『
研
究
と
資
料
』

第
四
輯
）

（
注
2
）
正
治
初
度
育
首
の
編
基
本
で
は
共
通
し
て
欠
歌
と
な
っ
て
い
る
小
侍

従
の
一
首
が
彼
女
の
独
自
伝
存
の
石
首
に
よ
っ
て
捕
え
る
と
い
う
例
が
あ

る
。
拙
稿
「
正
治
初
産
膏
首
研
究
の
た
め
に
　
ー
　
『
小
侍
従
集
別
本
』
の
解
題

と
翻
刻
1
」
　
（
『
研
究
と
資
料
』
第
二
机
）

（
注
3
）
　
『
内
裏
名
所
百
首
注
　
疎
竹
文
庫
蔵
』
　
（
京
都
大
学
国
語
国
文
資
料

群
書
3
5
）
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